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存犠期園亜長の申請
(践捧19彙第1頃 )
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裁定串議を却下し、その旨を事業者に通知
(法第12肇第1項Ⅲ第3項 )

事韓 7

補償金ω額について収用委員会に意見を峰取

<裁定事項>
・ 特定所荘者不明土地0所在寺始番寺地目浪ぴ面積
・ 土地使用機等0始翔 r存横朗山(量長10年)
「 損失け補償金の領

|ての議た嵯部臨 1郵

裁定し滝旨書公告、事業者等へ通知(法常
“
4条}

土地使用機等0取得〔歳第15彙〕

「

機回復t返還
C法路24録)

るか確躍(法燃11

裁定中酪書i澪付書類を都道府県知事1二提出し、土地
使用機等の取得について裁定申請(占第10柴第2項も第蠅

長の遭見を聴取するととも「こ.必要おtあるとき
は関係行政機関の長の意見を酷求 t践蟷11崇第2項、第3利

衛岸集計画、補償圭観等について土地等の機幕l者で星
機のある者は申し出るべき旨等を公告し、裁定申静書
等書緩覧 (2月 )儀第11条第4項 )

1解ム`告をしようとするときは、あらかじめ、土地等0構率l者
で知れている者に対し、裁定申請があった旨を通知

(法常11業第5項〕

O11)0韓堂輸旧は3月紳 る。


